
　
市
内
で
は
、
民
間
事
業
者
が
鉄

道
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
を
、

市
が
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
交
通
機
関
の
中
で
、

利
用
者
が
最
も
多
い
の
は
鉄
道
で

す
。
福
間
駅
と
東
福
間
駅
を
合
わ

せ
た
平
成
28
年
度
の
一
日
当
た
り

の
乗
車
人
員
（
降
車
人
員
を
含
ま

な
い
）
は
約
１
万
人
で
し
た
。

　
市
内
の
路
線
バ
ス
は
、 Ｊ
Ｒ
九

州
バ
ス
と
西
鉄
バ
ス
が
運
行
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
路
線
に
よ
っ
て

は
赤
字
運
行
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

市
や
県
、
国
の
補
助
金
で
赤
字
を

補
填
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
全
国
的
に

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
収

益
が
減
り
、
経
営
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
人
口
増
加
に
伴
い
、
利
用
客

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
運
転
手
の

人
手
不
足
が
深
刻
で
す
。

　
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
は
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
交
通
弱
者
の
支
援
や
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
運
行

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
は
民

間
事
業
者
が
運
行
す
る
バ
ス
路
線

で
は
な
い
地
点
を
中
心
に
①
福
間

周
回
線
（
右
回
り
、
左
回
り
）、②

津
屋
崎
線
、③
上
西
郷
線
、④
勝
浦

線
、 

⑤
東
福
間
・
若
木
台
線
の
５

路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
民
間
事
業
者

で
維
持
さ
れ
て
い
る
路
線
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

運
行
す
る
路
線
が
重
複
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ

ス
利
用
者
の
割
合
を
見
る
と
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
利
用
が
約
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
全
体
の
利
用
者
数
は
、
約
８
万

８
千
人
で
し
た
が
、
ピ
ー
ク
の
年

度
の
約
８
万
９
千
人
と
比
べ
る
と

減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
運
賃
収
入
は
約
１
千
万
円
で
、

ピ
ー
ク
の
年
度
か
ら
約
75
万
円
減

っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
に
は
、

年
間
約
５
千
万
円
の
経
費
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
経
費
の

う
ち
運
賃
収
入
が
占
め
る
割
合
で

あ
る
収
入
比
率
は
約
20
％
で
す
。

路
線
ご
と
の
収
入
比
率
を
見
る
と
、

最
も
高
い
路
線
は
勝
浦
線
で
約
29

％
、
最
も
低
い
路
線
は
上
西
郷
線

で
約
10
％
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
運
行
経
費
を
も

と
に
、
路
線
ご
と
の
利
用
者
一
人

当
た
り
の
輸
送
経
費
を
算
出
す
る

と
、
利
用
者
が
最
も
少
な
い
上
西

郷
線
は
１
１
８
３
円
で
、
一
般
の

利
用
者
の
運
賃
２
０
０
円
を
差
し

引
い
た
９
８
３
円
を
税
金
で
負
担

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
内
で
民
間
事
業
者
が
運
行
し

て
い
る
バ
ス
は
、
い
ず
れ
も
利
用

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
は
、
毎
年
度
、

運
行
経
費
の
約
80
％
に
あ
た
る
約

４
千
万
円
を
税
金
で
負
担
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
路
線
が
長
く
非
効
率
で

あ
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
を
よ
り
効
率
的

で
便
利
に
す
る
た
め
、
民
間
バ
ス

路
線
と
の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　勝浦小学校に通うため
に、ふくつミニバスを使っ
ています。バスにはお年
寄りが乗ってくることも
あります。そんなときは
上級生がその人の荷物を
持ってあげたり、下級生
に席を移動するように教
えたりしています。

ミニバス車内で学ぶことも

▲勝浦小学校５年生の
　甲斐 裕菜さん

　
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
は
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
か
つ
て
の
西
鉄
宮
地
岳
線
の
よ
う
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
は
、
今
後
の
公
共
交
通
の
維
持
の
た
め
に
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　週に２回、病院に行く
ために、ふくつミニバス
を利用しています。ふく
つミニバスは私の生活に
欠かせないものです。家
から最寄りのバス停まで
が遠いので、もっと家の
近所にあればいいなと思
います。

通院のために利用しています

▲手光に住んでいる
　石津 照雄さん

利
用
者
に

聞
く

通
学
者
に

聞
く

お手数ですが
62円切手を
お貼りください
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　市の公共交通を維持
していくためには市民
の皆さんのご理解とご
協力が不可欠です。市
内の公共交通について、
ご意見をお待ちしてお
ります。いただいたご
意見は今後の取り組み
を進める上での参考に
させていただきます。

　点線に沿って切り取
り、62円切手を貼っ
て、6月30日（土）ま
でに投函してください。

あなたの　　を聞かせてください声

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の

現
状

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の

運
行
実
績 公

共
交
通
の
未
来

市
内
の

公
共
交
通
機
関

公
共
交
通
機
関
の

運
行
上
の
課
題

公共交通の未来特集
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平成 29年度のふくつミニバス運行実績

路線

福間周回線
津屋崎線
上西郷線
勝浦線

東福間・若木台線

15,159
13,877
8,374
31,226
19,850

一人当たりの
輸送経費（円）利用者数（人）

601
689
1,183
362
508



　
市
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
効

率
的
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を
実
現
し
て

く
た
め
の
方
針
を
ま
と
め
る
「
福

津
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の
路
線

の
見
直
し
や
時
刻
な
ど
の
改
正
を

行
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
調
整
す
る
機
関
と

し
て
、
公
募
し
た
市
民
や
学
識
経

験
者
、
民
間
事
業
者
、
郷
づ
く
り

や
観
光
協
会
な
ど
15
人
で
構
成
す

る
「
市
地
域
交
通
体
系
協
議
会
」

を
昨
年
９
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
の
公
共
交
通
や
そ

　
今
後
、
新
た
に
公
共
交
通
機
関

に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
し
て
、
新

原
・
奴
山
古
墳
群
な
ど
の
観
光
資

源
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
、
人
口
が
増

加
し
て
い
る
西
福
間
地
区
の
通
学
、

通
勤
手
段
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
民

間
事
業
者
だ
け
で
は
こ
れ
ら
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
こ
と
は
難
し
く
、
ふ

く
つ
ミ
ニ
バ
ス
と
の
連
携
も
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
一
方
で
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
は
、

交
通
弱
者
の
た
め
の
移
動
手
段
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の

あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
は
新
た

な
役
割
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段

と
い
う
役
割
に
つ
い
て
も
、
ニ
ー

ズ
や
採
算
性
の
観
点
か
ら
、
ふ
く

つ
ミ
ニ
バ
ス
で
は
な
い
形
態
の
ほ

う
が
有
効
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　　
こ
れ
か
ら
の
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス

は
、
交
通
弱
者
だ
け
で
な
く
、
通

勤
・
通
学
す
る
人
や
観
光
客
な
ど

に
と
っ
て
も
便
利
な
交
通
機
関
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
、
利
用
目
的
な
ど
を
教

　市地域交通体系協議会
とは、公共交通機関をよ
り充実させるために民間
事業者などと話し合う場
です。私は住民代表とし
て委員になりました。み
んなが利用しやすいよう
な提案ができればと思い
ます。

　お客さまを安心安全に
目的地に届けることが運
転手の任務です。しかし、
時間帯によっては利用者
が一人もいない路線もあ
ります。運転手目線で効
率の良い路線や助成制度
など提案していきたいと
思います。

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
利
用
し

て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
通
院
や
買

い
物
な
ど
で
、
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
使
い
た
い
と
い
う
希
望
や
、

観
光
の
た
め
に
は
こ
の
路
線
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
路
線
ご
と
の
役
割
な
ど
を
検
討

し
、
よ
り
使
い
や
す
い
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス

を
目
指
し
ま
す
。

れ
以
外
の
移
動
手
段
の
状
況
、
市

民
の
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
、
地

域
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
機
関
で
す
。

　
公
共
交
通
機
関
は
通
勤
や
通
学
、

通
院
、
買
い
物
な
ど
の
移
動
手
段

と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な

も
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
運
営
は

運
賃
収
入
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、

利
用
者
の
減
少
は
公
共
交
通
機
関

の
廃
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
利
用
者
の
日
常
生
活
は

不
便
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
は
車
を
利
用
し
て

い
て
も
、
け
が
や
病
気
な
ど
で
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
時
な
ど
に
代

わ
り
の
移
動
手
段
と
し
て
誰
も
が

利
用
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
積
極
的
に
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

未
来
の
貴
重
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
を

維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▲市地域交通体系協議会の
委員を務める上田 穂積さん

▲ふくつミニバスの運転手で
平和タクシーの沼田 国次さん

委
員
に

聞
く

運
転
手
に

聞
く

常に利用者の目線で

運転手からも提案します

よろしければ、あなたのことを教えてください

毎日・週に数回・月に数回・年に数回・利用したことがない

　　氏　名
　　住　所
　　性　別
　　年　齢
ミニバスの利用目的
ミニバスの利用頻度

　市内の公共交通機関やふくつミニバスの現状と今後について、皆さんの考えを
お聞かせください。ご意見はファクスやメールでも受け付けます。※ファクス、
メールの場合は題名を「公共交通の未来」としてください
市まちづくり推進室　FAX43・3168、e-mail machizukuri@city.fukutsu.lg.jp

公共交通の未来特集
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ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

交
通
網
形
成
計
画
と

地
域
交
通
体
系
協
議
会

ふくつミニバスを利用しようふくつミニバスを利用しよう 市
民
の
声
を
生
か
し
た

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す

公
共
交
通
は

大
切
な
生
活
イ
ン
フ
ラ

公
共
交
通
と
し
て
の

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス

運賃
　中学生以上２００円　小学生１００円
運休日
　日曜日、祝日、１２月３１日～１月４日
乗り方
　バス停の前でバスをお待ちください。バス停の向かい側に停車
する箇所がありますが、バス停の標識が無くてもバスは停車します。
バス停がある方向と逆の方向へ行くときは、バス停の向かい側で
お待ちください。
降り方
　運転手に降りる場所を伝えてください。
お得な割引サービス
●乗り継ぎ
　乗り継いだミニバスの運賃が半額になります。最初に乗ったバス
を降りる時に「乗り継ぎをすること」と「目的のバス停」を運転手に
伝えてください。車内で乗り継ぎ券を発行します。
【乗り継ぎ券を利用できるバス停】福津市役所、カメリアステージ、
ふくとぴあ、総合病院前、宮城病院前、宮地岳宮前、宮司コミュニ
ティセンター、若木台６丁目１、ＪＲ福間駅みやじ口、八並北口、新
海、堅川入口、宮司４丁目、四角　※３路線目からの乗り継ぎは無料
●ミニバス割引証
　市内在住で７０歳以上（誕生月有効）の人は運賃が半額になる割
引証を交付しています。
【交付場所】市まちづくり推進室、津屋崎行政センター
【必要なもの】健康保険証やマイナンバーカードなど本人確認が
できるもの※代理の場合は、交付を受ける人と代理人のそれぞれ
の本人確認ができるもの
●障害者手帳などを持っている人
　身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持って
いる人は、運転手に提示することで運賃が半額になります。
●運転免許証を自主返納した人
　市内在住の７０歳以上で、有効期限内の運転免許証を自主返納
して６カ月以内の人に、運賃が１年間無料になる乗車券を交付します。
※免許証の自主返納は宗像警察署で受け付けています
【交付場所】市まちづくり推進室
【必要なもの】運転免許取消通知書と健康保険証やマイナン
バーカードなど本人確認ができるもの※代理の場合は、交付を受
ける人と代理人のそれぞれ
の本人確認ができるもの
問い合わせ　市まちづくり
推進室☎４３・８１１５

コミュ
ニティサイクルが

民営化されます
　市では平成２３年から「福間駅前
駐輪場」「津屋崎千軒なごみ」など
にサイクルポートを設置し、シェア
サイクル「コミュニティサイクル」を
実施してきました。この事業を６月
３０日（土）をもって廃止します。
　６月１日（金）からは民間のシェア
サイクル事業が開始されます。今後、
このシェアサイクル事業を支援して
いきます。詳しくは「ecobike」の
ホームページをご覧ください。

ecobike


